
北海道ポーランド文化協会 http://hokkaido-poland.com/ 

* http://hokkaido-poland.com/POLE/POLE78-79poesia3.pdf 11 

 

 

３月１日、まなみーる（岩見沢市民会館文化センター）で『15th マチの記憶ライブ 2026』という素敵なコ

ンサートイベントが開催されました。第一部ではオーボエの菅原郁弥さん、第二部ではピアニストの

岩田真由美さんの演奏を聴かせていただきました。演奏の中では、以下のプログラムが強く印象に

残りました（１.ショパン：英雄ポロネーズ, ２.ラヴェル：「鏡」よりⅣ.道化師の朝の歌, ３.ショパン：ピアノソ

ナタ第２番「葬送」）。演奏後、ショパンを演奏された岩田さんにインタビューしました。 

（シルヴィア・オレーヤージュ Sylwia Olejarz, Ph.D., 北海道医療大学） 

シルヴィア：いつからピアノを始められたのですか。 

岩田：5 歳頃です。母が自宅でピアノ教室をして

いたのでいつの間にか始めていました。 

シルヴィア：ポーランド音楽に興味を持ったきっ

かけは何だったのですか。 

岩田：私が初めてショパンの作品を弾いたのは小

学 4 年生の時、『ノクターン第 21

番ハ短調遺作』でした。左手を美

しく弾かなくてはいけないと、先

生に厳しく注意されました。その

後、小学 6 年生の時「北海道ショ

パン学生ピアノコンクール」で金

賞を受賞した『即興曲第 1 番』は、

それまでに弾いた曲の中で一番好きな曲です。たく

さん練習したのを覚えています。 

シルヴィア：ポーランド語を学ばれましたね。ポー

ランド語についてどんな印象をお持ちですか。難しい

と感じる点や楽しい点があれば聞かせてください。 

岩田：世界一難しい言語と言われている通り、覚

えることがたくさんありますね。語学が苦手な私に

は語学学校の授業は毎回ちんぷんかんぷんでしたが、

ポーランド語の響きは美しくて聞くのは好きです。 

シルヴィア：ワルシャワに留学されたご経験もあ

りますね。ポーランドで一番好きな場所、またおす

すめの場所を教えてください。 

岩田：ショパンの心臓が眠る聖十字架教会には何

度も通いました。厳かで、静かな時間の流れるヨー

ロッパの教会の雰囲気は、日本とは違い歴史を感じ

る空間でした。 

シルヴィア：ポーランド人はショパンの音楽に触

れると、祖国の歴史やノスタルジー（tęsknota za 

ojczyzną）を感じることがあります。日本人のピアニ

ストとして、ショパンを演奏するときに何かを感じ

たり、思い出したりされますか。 

岩田：日本人にとってショパンは特別な作曲家だ

と思います。日本の音楽教育では子供の頃からショ

パンを学びますし、「ショパン国際ピアノコンクール」

は社会現象になるほど注目されています。内向的で、

静かな情熱を持つショパンの音楽と日本人の感性は

共通するものがあると思います。 

シルヴィア：：今後、ポーランド音楽に関係するコン

サートや活動のご予定がありましたら、是非ご紹介

いただけますか。 

岩田：8 月にパリで演奏の機会をいただき、オー

ルショパンのコンサートを開催します。コンサート

では私は大抵ショパンの作品を演奏しますが、今後

予定している公演はたまたまショパン以外の作品に

なっています…。4 月 17 日：（金）札

幌時計台にてワンコインコンサー

ト、11 月には札幌、仙台、東京で 2

台ピアノのコンサート、12 月には

地元岩見沢にて札幌交響楽団様と

の共演を予定しております。 

シルヴィア：：岩田さん、インタビューありがとうご

ざいました! 皆様、是非、岩田真由美さんのピアノコ

ンサートにいらしてください! 

（岩田真由美：北海道教育大学岩見沢校非常勤講師。東

京都出身、3 歳の時父の地元栗沢町に移住。東京藝術大

学附属高校・同大学を卒業。ポーランドのショパン音楽

大学、フランスのパリ・エコールノルマル音楽院に留学） 

 

 

 

 

 

 

 

 

2013 年の朗読会「午後のポエジア」に出演された 

岩田真由美さん（左から 4 人目、POLE79 号より*） 


